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生産される国産天然ガスを中心とする卸価格は、これまで大きな動きとして国際市況であるJLCに追随
急激な市場価格高騰時は一定程度の価格変動の上昇抑制効果はあるものの、市場価格急落時にはその
変動抑制効果から相対的に高めの価格を受け入れて頂かざるを得ない状況となり得る構造
自由化の進展により競争激化が予想される中、市況連動する競合エネルギーに対し、このような硬直的な
価格では選択頂けない可能性
持続的に資源開発事業を行いつつ、天然ガスの利用拡大に繋がる魅力ある価格を提示していく所存

⇒今後、卸価格はLNGの価格の変化に応じて迅速にスライドさせる、透明性のある価格体系を志向

１．卸価格と全日本LNG-CIF価格の推移

◆卸価格とJLCの推移

●1995年 LNG原料費調整制度の導入

注：本グラフは絶対値の差を示すものではなく、それぞれの値の変動を示すものである


